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日本での外出制限は、間違った政策です。
 マ  マスクを付けて、
 カ  漢方薬をポケットに入れ、
 セ  接触を避けて、
 テ  手洗いを心掛けて、
これからは外に出ましょう。
風邪かな？ と思ったら即、漢方薬を飲めば、
新型コロナはほとんど発症しません。
外出しないと、人も日本も壊れます。
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　「３密」に勝るキャッチフレーズを考えな
さい、と高校の先輩から言われ、 マ マスク、  
カ 漢方、セ 接触を避け、テ 手洗いする

「マカセテ」を考案しました。
　５月13日、東京から事務所に来てくれた高
橋ひなこ衆議院議員に、日本は欧米と文化・
風習が違うので「３密」を根拠に外出を自粛
させて感染を防ぐより、外出を認めながら、
危険性の高いところへの対策を徹底して、
新型コロナの封じ込めに成功している台湾
やベトナムを見習う方がいいと提言。
　外出自粛を続けると、感染して死亡する人
の数十倍が自殺すると懸念を伝えました。

  国会の委員会で議員に配布

　漢方薬が新型コロナに効いたと出ている
「COVID-19に対する漢方治療」の論文と、漢

国のコロナ政策を変えようと、公開質問状を出していたら、
自民党の高橋ひなこ議員がNPOの支援資料を持って来訪。

「マカセテ」資料を渡すと、党の関係者に配ってくれ、
早速、閣僚らが強い関心を示すなど、波紋が広がっています。

外に出られる生活に戻そう

方薬の専門家たちがまとめた「漢方薬の使い
方」の論文と、「マカセテ」の資料を、高橋議員
に渡すと、「これはいい」と、そのまま国会の
委員会に直行して関係議員に配ってくれま
した。

　漢方の論文には、閣僚、大物議員、医師の議
員が関心を示したので、すぐ送りました。
　予防に使うと論文に出ている「十全大補
湯」を飲んでいる閣僚がいたので、新型コロ
ナは初期のうちに漢方薬で治そうという動
きが、間もなく本格化するでしょう。

自民党は「マカセテ」

新型コロナの予防に使える  「補
ほちゅうえっきとう

中益気湯」「十
じゅうぜんたいほとう

全大補湯」
　小川恵子先生（金沢大学附属病院漢方医学科）が、「COVID-19 感染症に対する漢方治療の考え方

（改訂 ver 2）」（日本感染症学会ＨＰ）の中で「補中益気湯」
「十全大補湯」を「予防が肝心」と紹介し、「漢方薬には免疫

力を上げる働きも報告されています」「予防には、成人１日
量の３分の２から１が適する」などと説明しています。
　この２つは、ガン予防にと本誌で紹介してきた漢方薬で
す。薬局で売っているので、うまく利用してください。

  あえて人を集めて講演会

　東京都と政府は、外出を自粛させて新型コ
ロナを封じ込めようとしました。
　外に出なければ感染者は減りますが、的外
れなので専門家が予想したほど減りません。
　ところが、感染者が減らないのは、外に出
る人が多いからとされ、怖がらせ、脅す報道
ばかり。目を覆いたくなるほど、マスコミは
レベルが低下しています。
　このままだと、新型コロナで亡くなる人の
何十倍も自殺者が出そうなので、緊急に人を
集めて講演会を行うことにしたわけです。

  新型コロナ対策グッズでショーアップ

　入り口で、コンパクトタ
オルにホワイト・リカーを
かけると、吸い込んでタオ
ルがモリモリと盛り上がる
ので、参加者はビックリ。

「外出自粛の中止を求める」講演会

ここから流れが変わった！

新型コロナから自分を守る方法は書き尽くしたので、次は国政や都政を変えなければと、
5月2日、「外出自粛の中止を求める」講演会を、都心の「たんぽぽ舎」で開催。
外出自粛要請の中、25人が参加してくださり、盛り上がった集会になりました。

飲料用アルコールを含んだタオルで手を拭
くので、手荒れしません。
　そのタオルで座った机を拭いてもらうと、
ピカピカになって再びビックリ。
　次に、湯で割った「無添加白だ
し」を出してミネラル補給。ミネラ
ルの足りない人は体温が上がり、
免疫力がアップします。
　それから、マヌカハニーをス

プーン一杯なめてもらい、喉
もすっきり。
　さらに王瑞雲先生おススメ
の「板

ばんらんこんちゃ

藍根茶」を淹れて配り、
お持ち帰り用に
マヌカのロゼン

ジを２個、「麻黄
湯 」１袋 を 配 る
と、新型コロナへ
の恐 怖 感はなく
なりました。

5月2日

４倍に膨らむタオル

マヌカハニー

ロゼンジ
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 クラスターが発生していない満員電車

　日本はＭＥＲＳもＳＥＲＳも流行しなかった
ので、検査能力が少ししかありません。
　そこで、集団感染を見つけて 封じ込める
クラスター対策を行って、当初は対策に成功
していました。
　５人以上に感染させるクラスターは、意外
にも満員電車では発生していません。新型コ
ロナウイルスが入ってきた当時は、ちょうど
花粉症の季節で、マスクをした人が多かった
からと考えられます。
　感染者の、つば、鼻水、尿、便が手に付いて、
その手で口や目を触ると新型コロナは感染
します。そうしやすいところから、クラスター
は発生しています。
　人が一番混み合うのは都心に通勤する満
員電車で、ここで咳やくしゃみした感染者が
いるはずです。おそらくマスクをしていたの
で、つばや鼻水が飛び出さず、クラスターが
発生しなかったのでしょう。

  小池知事の２つの言い換え

　小池知事は３月23日の記者会見で「『換気
の悪い密閉空間』、『多くの人の密集する場
所』、『近距離での会話』、この３つの条件が重
なる場を避ける」と述べました。
　「３密」の「密接」は、ダイヤモンドプリンセ
ス号のダンスパーティなどで手や体が「接
触」したことから出てきた言葉なのに、「近距

変質した「３密」
講演会で批判した３つの大間違いを、
その後にわかった情報も加えて、
わかりやすく解説します。

離での会話」に言い換えたのです。
　25日には「これら３つの『密』避けていた
だく」と言って、「３つの条件が重なる場」か
ら、「１密でも避ける」に言い換えました。
　27日には「上野動物園、さらにはほかの全
ての動物園、庭園など」「都立の公園内にあ
ります運動施設、バーベキュー広場、ドッグ
ランなどの施設についても使用を中止いた
します」と、「1密」にストップをかけました。

  経済被害が大き過ぎる外出自粛要請

　医療機関や福祉施設は、感染を防ぐのが非
常に大変で、感染者が出ると医療崩壊につな
がるので、都として最悪の事態を避ける対策
をとったのは理解できます。
　しかし、この後、欧米を見習って全面的な
外出自粛を要請したことから、非常に多くの
都民を苦しませた割に、成果の少ない対策に
なってしまったのです。
　マスコミは、「１密禁止」になった後も、「３
密」と報道を続け、「外出自粛要請」も無批判
に賛同して、「外に出ると危ない」と煽ったの
で、長期に経済被害を受ける人が増えて絶望
した人が自殺し始めているのです。

 
  空気感染は低リスク

　室内の空気中に、どの大きさのチリが何個
ぐらい飛んでいるのか、粒子測定器を机の上
に置いて３回測定してみました。１㎥（１ｍ立
方体）中に漂う粒子の平均値は、次のとおり
です。
　　 ５㎛＝０個
　　 ２㎛＝11個
　　 １㎛＝62個
　　 0.7㎛＝148個
　　 0.5㎛＝503個
　　 0.3㎛＝7553個
　５㎛の粒子は重くてすぐに落ちるので、風
が吹かないと漂うことはありません。
　映像の10㎛の粒子はすぐに落ち、「２ⅿ離
れれば安全」の根拠になっています。
　ところが、この数秒の映像を何度も繰り
返して長く漂うように見せ、恐怖心を煽っ
ているのです。
　会話しても危険、と解説するシーンの下に

この映像でダマされた
くしゃみで出るマイクロ飛沫を撮影したＮＨＫの映像で空気感染の危険性を納得！
こんな人が多いのですが、これは怯えさせるための演出に騙されているだけです。
10マイクロメートル（㎛）の粒子はストーンと落ちて、漂いません。

「現時点でマイクロ飛沫をどのくらい吸い込
むと感染するのか分かっていません」とテ
ロップが付いています。
　危険が明白な感染経路は、吐き出したつば
に触る「接触感染」と、くしゃみや咳で出た大
きな飛沫が口や鼻に入る｢飛沫感染｣です。
　「接触感染」を防ぐには、早く拭きとるか消
毒することが重要です。
　「飛沫感染」を防ぐには、咳やくしゃみをす
る人にマスクを着けさせることです。
　スーパーは、買い物かごを１日に２～３度
拭いていますが、置き場に戻す都度、取っ手
を拭くように改善する必要があります。
　肺に炎症が出やすい新型コロナは、細かな
マイクロ飛沫が注目されています。
　しかし、「感染した人の８割は無症状」の方
に注目して、食事と軽い運動で体調を整え、
免疫を正常にして、ウイルスを吸い込んでも
症状が出ないようにする方が賢明です。
　運がいいと、気づかないうちに抗体ができ
て、感染しなくなることもあります。

３つの大間違い－①
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　「接触を８割減
らせば、感染者を
１ヵ月で大きく減
らせる」と主張す
る西浦北大教授。
この説はインチキ

と、反原発運動仲間で地域計画家の雛
ひなもと

元昌弘
氏が発信していたので、一緒に講演していた
だきました。

  ドイツモデルで１条件だけ

　新型コロナの感染は、地域や条件によって
大きく異なります。したがって本来は、複数
のモデルを作成し、さまざまな条件で、どう
したらどう感染が拡大するか、減るかをシ
ミュレーションします。
　それを政治家が見ながら、どの政策をいつ
まで取り入れようか、と考えるわけです。
　ところが、西浦シミュレーションは再生産
係数が2.5のドイツモデルによる外出禁止の
条件だけで「８割」の結論を出しました。みな
さんが何十回も見たあの図だけなのです。
　少なくとも再生産係数が1.7の日本モデル
によるシミュレーションが必要です。
　１モデル１条件だけで国の政策が決めら
れ たことは、これまで 一 度 もないと思 い
ます。
　１月下旬の第１波感染と３月下旬の第２波
の違いを分析すれば、感染のピークは４月上
旬ですから、外出の全面抑制は不要でした。

  ４日待たせる「殺人医療」

　５月２日時点では、厚労省も医師会も「有
効な薬はない」として、医療崩壊を防ぐため、
風邪の症状が出た人は病院に行かせず、かか
りつけの医師や行政の相談窓口に電話させ
て、37.5度以上の発熱、強いだるさが４日（高
齢者、基礎疾患のある人、妊婦は２日）以上続
いていると、ＰＣＲ検査を受けるかどうするか
相談することになっていました。
　ところが「相談崩壊」が起きて、電話がつな
がらず、何人もの人が相談もできないまま
亡くなりました。
　電話がつながっても、「待つように」と言わ
れ、待っているうちに容態が急変して救急車
で運ばれましたが、手遅れになった人は何百
人もいます。
　病院での感染を防がないと医療崩壊する
と言って、電話で相談させましたが、相談者
が多くて電話がつながらないのに、何ら改善
策をとらずに自宅で待機させて命を失わせ
たのは、国と医師会による「殺人」です。

  「かぜのひきはじめに効く」

　薬局の漢方薬コーナーに「かぜのひきはじ
めに効く」と表示された薬があります。本誌
は３月号から「風邪かな？」と思ったら、この
漢方薬をすぐ飲むよう提案しています。
　ところが国や専門家は、重症患者のことだ
けを考え、発症者を減らそうとはまったく考

“８割おじさん”大間違い 「４日待たせる殺人医療」
小池知事は３月30日から西浦北大教授を伴って記者会見し、
外出自粛の必要性を繰り返し訴えたら、安倍首相もつられて、
４月７日に緊急事態宣言を出し、全国の人が家にこもりました。

新型コロナが日本各地で発症すると、
国や医師会は、風邪の症状が出た人は安静にして
４日間、自宅で様子を見る医療にしました。

トイレの清掃・消毒と、モノからヒトへ感染
しないように対策を強化し、クラスターが起
きた業界や場所だ
けに営業の自粛を
要請すれば、今と同
じか、それ以上に成
果を上げることが
できたと考えられ
ます。

  「ひどすぎる」

　原題は「“８割おじさん” は学生レベル！」
だったので、講演後の最初の質問は、「このタ
イトルは、学生に失礼では？」。
　雛元さんは即、「すみません。『“８割おじ
さん” は大間違い』に訂正します」。
　政策の検討に使えるレベルではないデー
タで、これまで一度もなかったほど安易に全
面的な外出自粛要請が決まったことに、参加
者全員が「ひどすぎる」。
　このダメージで日本経済は沈没に向かっ
て進むようになっているのです。

えなかったのです。
　新型コロナに感染しても、症状が出るのは
２割以下。感染して症状が出ても、自然治癒
する人がいます。
　それなのに、「かぜのひきはじめに効く」漢
方薬を飲んでも「効かない」などということ
があるでしょうか。
　「麻黄湯」は、風邪とインフルエンザの区別
がなかった2000年前から風邪に使われ続け
ており、日本では「かぜのひきはじめに効く」
ことを国が確認しているのに、風邪の症状が
出始めたとき、薬局で買って使うことを国や
医師会は勧めず、自宅で待たせたのです。
　それで多くの人が亡くなりました。

３つの大間違い－② ３つの大間違い－③
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  「４日待たせる医療」を改善

　５月４日に開催された厚労省の専門家会
議で、相談・受診の目安の見直しを進めるこ
とになり、８日の大臣記者会見で「３７.５度以
上の発熱が４日」を見直すことが明らかにな
りました。
　もっとも、国民が誤解していたかのように
大臣が発言したので、ネット上では「許せな
い！」「ふざけるな」「嘘をつくな」「酷すぎ
る」と、怒りの声があふれました。
　厚労省が見直しを始めているのに、８日の
時点で医師会は以前のポスターをＨＰに掲
載していました。「４日待たせる医療」を早
くやめないと、さらに死ぬ人が増えます。
　そこで日本医師会の横倉義武会長と、東京
都医師会の尾﨑治夫会長に「４日間待たせる
殺人医療をやめさせようとしている団体」だ
が、「かぜのひきはじめ」にと書いた『麻黄湯』

『葛根湯』が薬局に売られているのに、風邪の
症状が出たときに、風邪のひきはじめに効く
とされた漢方薬を用いて治療を行わせない
理由は何か、と公開質問状を送りました。

  「３密」を広めた小池知事に

　小池知事は、「３密」と言って広めながら
「１密」を怖がらせるようにした張本人。

　知事と周辺の人に間違っていることを理
解してもらおうと、５月11日に５項目の質問

公開質問状、辞任要求
機が熟していたようで、講演会の後、事態が動き始めました。
そこで都知事と医師会に質問状を出していたら、２ページのように
一番声の届かない国の中枢に高橋議員が声を届けてくれたのです。

状を届けました。
① つば 、鼻 水 、尿 、便 が 付いたところより
　「３密」対策を優先した根拠は？
②「密接」を「近距離での会話」とした根拠。
③「３つの条件が重なる場を避ける」から
　「１密を避ける」に変更した根拠。
④都心で超満員が続いていた３月の通勤電
　車でクラスターは何件起きたか？
⑤マスクをしていた感染者が満員電車でク
　ラスターを起こしたケースは何件あるか？
　④⑤はゼロゼロですから、この５項目を調
べると、外出自粛がいかに大間違いだったか
がわかります。
　５月11日、知事秘書室に公開質問状が届い
ていることを確認し、記者クラブにも資料が
届いていることを確認した後、幹事のＮＨＫ
記者に電話で10分ほどレクチャーしました。

  責任をとって辞任を

　普通はここまででいいのですが、５月15日、
加藤厚労大臣に、効くとした漢方薬があるの
に使わせず、４日待たせる目安を出して数百
人を殺した行政の責任者として責任をとり、
辞任してください、日本医師会・横倉会長に
も、数百人を殺した医療団体の会長として、
東京都医師会・尾﨑会長には、多数の人を殺
した医療団体の会長として責任をとり、辞任
してくださいと、要求書を発送しました。　
　　　　　　　　　　　　　　     　（小若）

講談師の神田香織さん 
　講演会には、講談師の神田香織さんが参加してくださり、芸人が苦境に
なっていることを話した後、講演内容を切れ味鮮やかに解説してくださっ
たので、参加者はその話に引き込まれました。

講演会後の活動

  中医学の医師が「効く」

　４月22日、「漢方薬が効く」という情報が
２つ出てきました。
　１つは東京新聞の「はりや漢方薬『有効』」

「新型コロナ治療　習政権奨励」と、「武漢で
経験『効果は明白』」「中医学の劉医師に聞く」
という２本立ての記事。
　最初の記事では「『清

せいはいはいどくとう

肺排毒湯』は新型コ
ロナの特効薬だ」「90％以上の患者で炎症抑
制などの効果があった」と北京中医薬大学の
王偉副学長の見解を掲載。
　２本目の記事では、武漢を訪ねて治療した
劉医師が、「鍼は効果が非常に大きくて早い。
胸の苦しさが改善または全快し、呼吸困難に
も効果が得られた」と語っています。

  感染症学会は３治療例

　感染症学会のＨＰには漢方薬が新型コロ
ナに効いた実例が出ている小川恵子先生の

「COVID-19に対する漢方治療」の論文が紹介
されました（２ページに紹介）。
　論文の最後に、さまざまな漢方薬を用いて
良くなった３治療例が紹介されていました
が、どれにも「麻黄湯」が使われていました。
　私は講演中に「麻黄湯」１袋を全員に配り、

「風邪かな？と思ったら、すぐ飲んで」と言っ
て、財布に入れてもらうと、新型コロナへの
恐怖感が吹き飛び、今日の話をみんなで発信
していこう、ということになりました。
　中国では、武漢の封鎖を解いた後、万里の
長城に多くの観光客が押し寄せました。それ
なのに、２度目の感染爆発は起きていませ
ん。習政権が奨励している漢方が効いている
と考えられます。
　日本にも漢方の伝統があるのですから、中
国から情報を得て、漢方薬や鍼も用いて新型
コロナに立ち向かうべきだと思います。

外に出られる生活に戻そう


